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　明るい緑を基調としたプリント地の方から

パンツ作りにかかり始める。こちらはシンプ

ルな七分丈のパンツ。型紙を新聞に写し取

り、チャコペーパーを挟んで布地に当て、ル

レットを転がしていく。ピンクの点々が緑の
上にくっきり写る。裁断して仮縫いをする。

パンツだし、ゴムを入れるから、少々大きめ

でいいとしよう。一着目は簡単に仕上がっ

た。 

　二着目は、フリルの付いたキュロット。

白を基調とした布地は娘のブラウスにした
ので、新たに布を購入した。色々迷った

が、フリル自体がポイントになるので、模

様のない方がいいと考え、薄緑色の無地に

決めた。まずは型紙だ。やけにパーツが多

い。これで、本当に雑誌の写真に載っている

ようなキュロットになるのかと思うくら

い、パズルのピースのように布片が目の前に
並んだ。とにかく、手順通りに縫っていく

しかない。布を裁断し、説明書きにある通

りに仮縫いを始めていく。まずは、脇布に

ギャザーを入れた３枚の布を上中下と３段

縫っていく。このギャザー入りの左右３枚

ずつがフリルになるようだ。前部分の左右

２枚を合わせ、後ろ部分の左右２枚も合わ

せ、前と後ろの間にフリルつきの脇布を左

右に挟み、全部縫い合わせると繋がるってわ
けだ。そうした上で、ベルト部分を縫い、

前で結んでリボンにする。なかなか可愛ら

しいキュロットになりそうだ。まだおしゃ

べりできない頃から、気に入った服を着る

と、自分の服を指さして得意げな顔をしてい

た実歩。この頃は、「ババ、かわいいって
いってくれるかな」と言いながら自分で服を

選んで着るのだという。すまし顔でフリル

を持つ実歩の姿を思い浮かべながらミシン

がけをしていく。パーツが多く、一着目より

何倍も時間がかかった末、ようやく出来上

がった。この色にして正解だ。薄い色で、模

様もないから、フリルが際立つ。我ながら
いい仕上がりだとほくそ笑む。２種のパン

ツを並べ、眺めているうちに、このパンツ

に合う上衣はと考え始めていた。
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　古今亭志ん朝が噺のマクラで、新幹線の車

窓からまったく家が見えなくなる瞬間がない

のを嘆いていたのを思い出した。 

「ああっ、また家だ。ってね」 

　ぼくはそんなことを思う志ん朝師の感覚が

不思議だったのだが、それは人跡まばらな地

を身近に感じる田舎人ゆえなんだろう。20
年ぶりに行った東京は、隙間なく建物が並ん

でいて、わかってはいてもびっくりする。ビ

ルや家しか見えないところに暮らしていれ

ば、せめて車窓からなりとも、それが一切見

えないところを見たい、と思うのだろうか。 

　今回は、高尾小の「にこにこ寄席」悲願の

東京公演が実現し、それに同行したのである
が、ぼくは公演前日の学会発表のために子ど

もたちとは別行動だった。学会の発表といっ

ても、学問的な組み立てについては、プロ

デューサーともいえるＭさんの構想に拠って

おり、ぼくはＫ教諭とともにべらべらしゃべ

る資料といった役割である。 
　悲願の、としたけれども、言うなればでっ

ちあげの悲願ではある。落語を始めた初年か

ら、幸いなことにたくさんの方が協力を申し

出てくれて、町外からも公演要請が届いたの

だが、子どもたちはそれがうれしくて、 

　「北海道に行ってみたい」だの「ぼくは広

島行ってカープの試合が見たい」だの、要す

るに「どっか連れてって」という子どものお

ねだりと同レベルの夢想を口にしていた。 

　ある子がマクラでその夢を語ることを思い

ついた。相談して、「どうせなら、東京、そ

の先にニューヨークというふうにしよう」と

いうことになった。 

「ぼくたちの「にこにこ寄席」もいろんなと
ころからオファーが入るようになって、これ

まで○○市や△△町でやってきました。こう

なったら目標は東京です。」 

「でも、本当の目標はニューヨークです。」 

これは、どこでも言う度にどっと受けて、拍

手が湧く。もっとも、エンターテイメントの

頂上を目指すとか、世界展開とかの含意をそ
の子が理解しているはずもなく、単に大都会

の代名詞を並べたに過ぎないのであるが、

語っているうちにお客さんたちは、彼が純粋

に夢見ていると思うに至るのである。 

　東京公演が決まった時、夢をあきらめずに

語り続けた彼の功績である、というムードが
でき、すでに卒業していた彼を連れて行かぬ

わけにはいかないとだれもでひっぱりこんだ

のだが、当人は東京公演のマクラで語る。 

「いやあ、冗談だったんですけどねえ。まさ

か本当になるとは。何でも言ってみるもんで

す。」 

　これもどっと受けた。

　　がらがら橋日記　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮森　健次 
    　東京公演 週刊
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３０代フリーター　やあ、ジイさん。サウ
ジアラビアの石油施設への攻撃をめぐって

中東で緊張が続いている。

年金生活者　トランプは攻撃にイランが関
与した可能性を指摘しながら、「戦争は望

まない」と表明した。中東に部分的に残っ

ている東西冷戦を終結させる戦略を描いて
いるからと思える。

　トランプは金正恩との首脳会談で、事実

上の朝鮮戦争終結宣言をした。北東アジア

に残っていた東西冷戦の終結をはかるため

だった。次はその中東版を目指していると

見ることができる。

３０代　彼は何を狙っているんだ。
年金　冷戦がアメリカに負わせた世界の警察
官としての役割を降り、その負担から逃れる

ことだ。それは大統領選の公約だったアメリ

カ第一主義の主要な柱となっている。

　数次にわたる中東戦争は宗教的、民族的

な対立だけでなく、東西冷戦の代理戦争と
いう側面があった。今も続くイランとイス

ラエルの対立は、熱い戦争だった代理戦争

が冷戦化したものとみなすことができる。

　トランプはその状態を打ち破り、それを自

分の手柄として再選に臨もうとしている。イ

ラン核合意からの離脱はそうした選挙戦略に

反するように見えるが、前政権の成果である
合意をご破算にし、新たな合意をしたほうが

すべて自分の手柄にできるメリットがある。

３０代　日本では中東のような安全保障上
の緊張より災害の頻発による緊張が高まっ

ている。

年金　台風１５号の影響で千葉県を中心に続
いた大規模な停電のニュースは、戦争と災害

をめぐる前天皇の言葉を思い起こさせた。

　彼は天皇としての最後の誕生日の記者会見
で、平成が戦争のない時代として終わろうと

していることに安堵していると打ち明ける一

方で、「心に残るのは災害のこと」として「言

葉に尽くせぬ悲しみ」を吐露した。

　平成が戦争のない時代として終わったの

は、東西冷戦を境に世界の戦争の本流が流

血と破壊の熱い戦争、リアルな戦争から、
抑止力を競い合う冷たい戦争、バーチャル

な戦争に移ったからだ。

　他方、阪神大震災、東日本大震災をはじ

めとして平成の３０年間に多発した災害

は、厳しさを増す地球環境の現状を告げる

ものとなった。それにくらべれば、安倍政
権が強調する「安全保障環境の厳しさ」は

逆に減少しているといわなければならな

い。戦争のバーチャル化を加速した米朝の

接近はそれを物語っている。

　このような戦争と災害の対照的な変化を

踏まえた前天皇の発言は世界に対する基本

的な洞察の確かさを感じさせる。そこから
導き出される課題のひとつは、自衛隊の任

務のウエートを防衛出動から災害派遣に移

すことだ。そうしないと、国民の生命と財

産を守る任務に大きな穴が空く。

３０代　戦争よりも災害のへの備えがはる
かに急を要するはずなのに、若い層には憲

法９条改正に賛成する意見が多い。彼らが

年を取れば、賛成派は高齢層にも広がって

国民の大多数を占めるかもしれない。９条
改正は安倍政権下ではできないにしても、

いずれ実現するのではないか。

年金　産経新聞社とＦＮＮの世論調査（２
０１７年５月）によると、憲法９条に自衛

隊の存在を明記する安倍晋三の改正案に賛

成が最も多かった年代は、男性が３０代の

７４．７％で、次いで１０・２０代の６
６．７％だった。女性の賛成は１０・２０

代に最も多く６４．７％、これに３０代の

５０．０%が続いている。

　なぜこうした傾向が見られるのか。若い世

代ほど戦争を知らないからだというのが、い

ちばんよく目や耳にする説明だ。この傾向を
未来に向けてそのまま延長すれば、９条改正

賛成派は現在よりもずっと増えることにな

る。だが、もし９条に対する考えが世代だけ

でなく、年齢によっても左右されるとした

ら、そうした予測は必ずしも成り立たない。

　９条改正に賛成あるいは反対する国民の心

情を推し量ると、賛成派は反対派よりも戦争
を容認する気持ちが強いと推察される。積極

的に戦争を肯定する考えはごく少数だとして

も、侵略されたら自衛のために戦うべきだと

いう考えが賛成派には多いと推定できる。

　戦争を容認する気持ちが強いということ

は、おのれの命を国家に預けてもかまわな

いという気持ちがあるということでもあ

る。そうした死への傾斜は、私自身の過去

を振り返ると、青春期がいちばん強かった
ような気がする。私は戦争には反対だった

が、革命のためには死を覚悟しなければな

らないのではないか、としきりに考えた。

３０代　生涯で最も生命力にあふれているはず
の時期に、なぜ死のほうへ傾いていくのか。

年金　うろ覚えのまま言うと、吉本隆明は
産卵の直後に死ぬサケの生態をあげて、そ
れを説明していた。人間にも進化段階として

の魚類の部分が残っているのだ、と。

　年老いたいまの私は、戦争のためだろう

が、革命のためだろうが、公のためにおのれ

の命を投げ出すなんてまっぴらだと思ってい

る。戦争への忌避感は募る一方であり、９条
の書き換えには理屈以前に拒絶反応を起こ

す。

　こうした自分の変化から類推すると、９

条改正に賛成の今の若い世代が将来も同じ

考えであり続けるかどうかは疑問と言わな

ければならない。
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